
 

 

 
 
相模原市社会教育委員会議では、委員の自主的な研究として、「社会教育が拓

ひら

く豊かな地域

コミュニティ」をテーマに、平成２９年６月から小委員会を含めて２２回の会議を開催し、協

議を重ねてきました。その成果として研究調査報告書を取りまとめ、令和元年１２月６日（金）

に教育長へ提出されました。 
 

１ 社会教育委員会議について 

相模原市社会教育委員会議は、学校教育や社会教育の関係者、学識経験者、市民等で構成さ

れ、教育委員会からの諮問に対する答申や自主的な研究テーマについての協議を行い、提言を

まとめています。（事務局は、教育委員会生涯学習部生涯学習課） 
 

２ 報告書の概要 

文部科学省において、地域コミュニティの形成における社会教育の役割及び課題が取りまと

められたことを受け、本市の地域コミュニティづくりにおける現状や課題を踏まえて社会教育

の役割を整理し、提言として取りまとめました。 
【報告書における提言内容】 

個人個人に対する提言 

大切にしたい学習権 
人間の生存にとって不可欠の権利である学習権を大

切にする 

健康と幸福を求める 

私たち自身の意識変革 

学習活動を通じて、「なりゆきまかせの客体から､自ら

の歴史をつくる主体に変えていく」ことを目指す 

地域に対する提言 

他人事（ヒトゴト）から 

自分事（ワタクシゴト）へ 

様々な活動に対して、当事者意識を持ち、率先して取

り組む 

コーチングによる人材育成 
自己実現や具体的な目標を立てることを助け、行動を

起こすことを支援する 

地域住民・地域活動団体・ 

市民活動団体等のネットワーク形成 

多様な活動主体による交流や共同事業の実施、ポータ

ルサイトの運営などを目指す 

行政に対する提言 

公民館の更なる充実 公民館の運営体制や支援体制の充実 

ネットワーク型公民館への転換 
各公民館の情報を一括発信するサイトの創設や連携

事業の拡充 

地域学校協働活動の拡充に 

関わる基盤整備 

学校を支援する地域人材の養成や人材と学校をつな

ぐコーディネーターの養成講座の実施 

社会教育士の積極的な受入れ 
公民館での社会教育士の活用や養成課程の学生の受

け入れ 

※ 報告書は、市ホームページへ掲載予定です。 

相模原市社会教育委員会議が 

研究調査報告書「社会教育が拓く豊かな地域コミュニティ」を 

取りまとめました。 

令和元年１２月９日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

教育委員会教育局生涯学習部生涯学習課 

電話 ０４２-７６９－８２８６（直通） 



地域コミュニティづくりにおける社会教育への期待

地域、学校、団体等を
つなぐ「仕組みづくり」

・様々な人が主体的に役割を
担う場面の設定
・団体を越えた連携・協働
・館長代理やＣＳＷ等の課題
共有
・ＩＣＴを活用した情報共有

様々な市民の交流が
生まれる「場づくり」

・気軽に参加できる交流の場
・公民館の他施設との複合化
やオープンスペースの設置
・公民館図書室の活用
・講座の充実

地域の現状や課題に
精通する「人づくり」

・コーディネーターの発掘・
育成
・公民館体制の拡充
・職員の研修の充実
・情報へのアクセス向上
・社会教育士の活用

●子育て・親育ちの支援
家庭教育支援報告書（社会教育委員会議編集）
・多様な家庭へ情報,学習機会を届ける工夫
・学びを通じた親育ちの支援
・地域で親子の育ちを支援

●困窮家庭支援,居場所づくり
子ども食堂 peco
・子どもたちと食事・調理を楽しむ
・子どもたちの聞き役,話し相手になる
・居場所づくり,社会経験を積む場

●青少年の地域活動,社会体験支援
串川ふるさとづくり協議会
・中学生を主役とし世代を超えた住民参加に
よる地域づくりの活動
・多くの人が関わる機会と交流
（盆踊り,里山歩き,ヤマメ放流など）

●多世代交流による青少年育成
ＳＧＹ体操教室
・多世代の指導者や学生ボランティアによる
子ども向け体操教室
・みんなが楽しく学ぶ,子どもたち自ら向上心
が芽生える

■社会状況の変化と社会教育への期待

地域づくりの実践（以下取組事例）と福祉分野との協働への動き

■社会の変化と新たな課題

【相模原市社会教育委員会議 研究調査報告書(令和元年１２月)】

社会教育が拓く豊かな地域コミュニティ（概要）

■コミュニティの変容と直面する課題
変容：コミュニティの必要性への意識低下 / 自治会等の加入率低下 / ＳＮＳなど仮想空間が活発
課題：地域活動への参加低調 / 若い世代の担い手不足 / 地域の伝統文化の継承が困難 / 災害時の避難

支援体制構築 / 住民ニーズを掘り起こした事業を企画実施できる市職員の育成

■相模原市における社会教育の方向性

◎地域社会が有する「安全,安心に暮らせる場」「次世代を育む場」の機能向上への要求
◎住民の地域活動を通じた自己実現意欲の高まりと地域参加の促進

●日本社会
少子高齢社会、人口減少社会、人生100年時代 /
技術革新の進展 / 子どもをはじめとする貧困と
格差 / 大規模災害への備え / 治安・防犯対策 /
コミュニティの弱体化 / 地方都市の過疎化 /
社会保障費の増大 / 多様性拡大の動き

●相模原市
人口構成の変化と人口流動化 / 中山間地域の
過疎化 / 高齢者を取り巻く状況の変化 /
子育て環境の変化 / 子どもをはじめとする
貧困と格差 / 自治会等の地域活動団体の変容 / 
地域学校協働活動の推進 / 大規模災害への備え / 
治安・防犯対策 / 公共施設の老朽化と再生への
取組 / 選ばれる都市への取組



９つの提言 領域 枠組み

個人個人に
対する提言

大切にしたい学習権 意識, 態度, 行動, 学習 自立

健康と幸福を求める私たち自身の意識変革 意識, 態度, 行動, 学習 自立

地域に
対する
提言

他人事（ヒトゴト）から自分事（ワタクシゴト）へ 意識, 態度, 行動 自立

コーチングによる人材育成 能力開発, 人材育成 開発

地域住民・地域活動団体・市民活動団体等のネットワーク形成 連携, 協働, 情報 連携

行政に
対する
提言

公民館の更なる充実 運営 連携

ネットワーク型公民館への転換 連携, 協働, 情報 連携

地域学校協働活動の拡充に関わる基盤整備 能力開発, 人材育成 開発

社会教育士の積極的な受け入れ 能力開発, 人材育成 開発

社会教育の強み 社会教育の弱み

・学び合い認め合うことでつながりを生む
・主体的な学びや活動へと向かわせる
・学びの成果を地域で生かす意欲を生む

・体系性や反復,再現性に欠ける
・関係者同士の閉じた関係に向かいがち
・情報発信が弱い

■９つの提言

●人を育て人をつなげる社会教育

●地域社会をマネジメントする視点

地域社会へ向ける
私たちの市民意識

コミュニティ・
リーダーの発掘

問題解決型の社会
教育プログラム

＋ ＋ ⇒
シチズン
シップの
発揮

■社会教育が拓く豊かな地域コミュニティ

■提言のイメージ図

相模原市社会教育委員会議（事務局：相模原市教育委員会 教育局生涯学習部生涯学習課）
電話：042-769-8286 E-mail：shogaku@city.sagamihara.kanagawa.jp
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